第3１回　第2部会（生活環境）開催報告

日　 　時　　 　平成22年　２月１７日（水）　午後6時30分～午後8時30分

場　 　所　　 　市役所　3階　第2会議室

出 席 者　　　 大山口光男・鎌田和子・塩沼和雄・近藤功

議　　 題　　　　特別委員会報告・第2部会の今後の方向性について意見交換

· 大山口委員長より「登別市市民自治推進委員会特別委員会」での検討内容の報告があった。

· 特別委員会で出されたそれぞれの意見は、正副会長が取りまとめ素案とし委員に提示された。

· 提出された報告書の素案を基に「登別市まちづくり基本条例」の目的とは？自治推進委員会は何をするところ？運営委員会は28条2項に関する事項の円滑化を図り推進するのが目的など再度確認をした。素案は全員了承の下で採決され特別委員会の報告書とした。

· 特別委員会は、自治推進委員会の方向性について当初3月末まで検討し結論を出すことになっていたが、報告書が出されたことからその役割を果たしたとの意見が多数あり挙手採決の結果、賛成多数で特別委員会は今回で解散となった。

· 自治推進委員会の方向性は別組織（検討委員会 第1部会 合田部会長が兼任）を立ち上げ、少人数で検討し、運営委員会で審議・協議することとした。などの報告があった。

· 第2部会の今後の方向性について、各委員から下記の発言があった

· 市民参加の事業仕分けの効果があったのか、今年度予算に反映されたのか、また、少ない予算の中で事業仕分けをして効果があるのかなど課題もあるが、今後も継続しなければ本当の効果が見えないのではないか。

· 事業仕分けに参加して様々な意見を行政職員に聞いてもらい、また現状を確認することで勉強になった。

· ゴミの不法投棄の提案はその後どのようになっているか、経過の確認が必要。

· 第2部会としては環境と市民生活の中から予算と決算を比較し、先ず現状と内部評価がどのようになっているのかを学んでから、外部評価をしてはどうか。

· 前回勉強した関連事業について、赤十字・衛団連・ビールパーティーなどの事業はこれでよいのか再度検討したい。

· 「登別のまちづくり」について、将来の子ども達に私たちは何を残すことが出来るのか、何を残せば良いのか、そのために今何をするべきなのか発想の転換と議論も大切ではとの意見があった。

· 3月7日に行われる自治フォーラムの参加確認と再度の呼びかけ依頼をした。

· 次回日程は３月16日（火）と決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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